第６学年１組　　道徳科指導案
[bookmark: _Hlk49095876]１　主題名	誠実に生きる　Ａ　正直、誠実
教材名　　「手品師」　出典：日本文教出版「生きる力６」
[bookmark: _Hlk49095988]２　ねらい　大劇場のステージに立てるチャンスを断り、男の子との約束を守った手品師の誠実さに触れることで、どのような状況であっても、常に誠実に行動し、明るい生活をしようとする心情を育てる。 
[bookmark: _Hlk49096578]３　本時の指導
（１）準備：ワークシート、黒板掲示物、ホワイトボード
（２）指導過程
	時間
	学　　　習　　　活　　　動
	・教　師　の　支　援　　○評　価

	つかむ５分
	１　“誠実”について考える。
約束を破ってしまった時、どんな気持ちになりましたか


・破らなきゃよかったと思った。
・相手に悪いと思った。
・なんか破った自分が嫌だった。
	


・これまでの経験を想起させ、多くの児童に約束を破った経験があることを確認し、その時の気持ちが考えられるようにする。

	ふ　　か　　め　　る　　　　３０分
	２　「手品師」の範読を聞き、話し合う。
（１）資料の内容を整理し、手品師の現状を確認する。


（２）手品師の気持ちを考える。手品師は、どうして迷いに迷っているのだろうか



【大劇場に出たい手品師】
＜自分の気持ちを優先させる負の思い＞
・大劇場に立つチャンスだ。
・今までの夢がやっと叶うぞ。
・有名になって裕福な生活を送りたい。
【男の子との約束を守る手品師】
＜男の子に対する前向きな思い＞
・明日、男の子が待っている。
・男の子との約束の方が先にした約束だ。
・男の子の喜ぶ顔を見たい。
手品師が、男の子との約束を選んだ決め手は何でしょうか



＜男の子に対する思い＞
・男の子を裏切るわけにはいかないという思い。
・男の子に寂しい思いはさせられない。
・男の子を喜ばせたい。
・男の子が待っているから。
＜自分の気持ち＞
・たった一人でも、人を喜ばせることが僕の人生だから。
・約束を破ったら、自分も気持ちよく生活できない。
・守れないような約束をした自分がいやだ。
・ずっと男の子へ申し訳ない気持ちを抱えて生活するのはいやだ。
誠実な生き方をすると、どんなよいことがあるだろうか




	
・ホワイトボードに話の流れをまとめ、視覚的に分かるようにする。
・後の発問で、大劇場に出たい思いを引き出すために、現状を確認する。



・どちらの選択肢も、手品師にとっては重要であることを抑え、迷いに迷う手品師の気持ちを考えられるようにする。
・【大劇場に出たい手品師】の思いと【男の子との約束を守る手品師】の思いが視覚的に比較できるように、分けて板書する。
・迷う手品師の気持ちがどちらも書けるように、ワークシートに【大劇場に出たい手品師】の思いと【男の子との約束を守る手品師】の思い分けた枠をつくる。



・決め手が男の子に対する思いのほかに、約束を守ることで、自分の気持ちも晴れて、明るい生活に繋がっていることが分かるように、板書を分けて書く。
・児童の考えが、男の子に対する思いに寄ってしまう場合は、補助発問で＜自分の気持ち＞に向けられるようにする。
＜補助発問＞
・でも、大劇場で成功したら嬉しいんじゃないかな。
・大劇場で成功した方がよいんじゃないの。
・一人より大勢を喜ばせた方がよいんじゃないか。




○常に誠実に行動しようとすることが自分の生活を明るくすることにつながっていると気付くことができていたか。
（発言・ワークシート）




	
	
・どんな時でも、誠実に生きようとすれば、周りの人も喜ぶことがよい。
[bookmark: _GoBack]・周りの人がいい気持ちになれば、自分も気持ちが晴れやかになるところがよい。
・自分のモヤモヤした気持ちが晴れて、明るく生活できそう。
	
・誠実に生きているとどんなよいことがあるかを考えさせることで、周りの人物だけなく、自分自身によいことだと気付けるようにする
〇自分自身が誠実に生きることによって、明るい気持ちで生活できることに気付くことができているか。

	つなげる１０分
	３　本時の振り返りを行う。
・誠実の意味が少し分かりました。これから誠実に生きようとしていきたいです。
・自分自身も、明るく生きていけると感じました。
	・本日の学びを振り返り、共有する。
○誠実に生きるということについて考え、これからは、誠実な生き方をしようとする気持ちをもつことができたか。
（発言・ノート）




（３）評価
・　どのような状況にあっても、常に誠実に行動することが明るい生活を送ることにつながっていることに気付き、誠実に行動しようとする心情を高めることができたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（発言・ワークシート）




４　主発問分析
手品師が、男の子との約束を選んだ決め手は何でしょうか


予想される児童の意見、切り返し発問
	教材
	・迷いに迷っていた。
・きっぱりと「明日は行けない」と言い男の子との約束を優先した。
・「ぼくにとっては、大切な約束」だった。

	心情理解
	・男の子を裏切るわけにはいかないという思い。
・男の子を喜ばせてあげたい。
・男の子に寂しい思いはさせられない。
でも、大劇場で成功したら嬉しいんじゃないかな？



・嬉しいけど、なんかもやもやしそう。
・先にした約束は守らないといけないから。
・成功しても、約束破ったことを後悔しそう。
手品師の夢だよね？
せっかく成功するチャンスが目の前にあるのに見逃すの？





・手品師として、誰に対しても誠実にしなきゃいけないから、約束は破りたくない。
・手品師としては成功するかもしれないけれど、これからの活動をもやもやした感じでやるのは楽しくない。
・みんなに笑顔を届けるのも大事だけど、１人のためにがんばるのも良いと思う。

誠実な生き方をすると、どんなよいことがあるだろうか


	ねらいとする価値
	・誰に対しても、正直に行動しようとする人。
・どんな時でも、誠実に生きようとする人。

	第1学年及び第2学年
	うそをついたり、ごまかしたりしないで、素直に伸び伸びと生活すること。

	第3学年及び第4学年
	過ちは素直に認め、正直に明るい心で生活すること。

	第5学年及び第6学年
	誠実に、明るい心で生活すること。




